
研究室名

発表時期

学会名

演題名

発表者

内容

Recent advances in allosamidin research

Shohei Sakuda（⽣理活性利⽤学研究室）

キチン分解酵素であるキチナーゼの阻害剤として最初に著者が発⾒したアロサミジンは、種々の⽣物に対して⽣理活性を⽰す。
本発表では、アロサミジンの⽰す抗喘息作⽤と⼟壌細菌の菌叢への作⽤、また植物の成育に対する作⽤に関する最新の研究につ
いて説明した。
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